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庁本赤ナ字捌謬  

新採血基準移行への準備について   



2009．†2．封  

庁本赤ナ早産脚   

平成20年度に「献血推進のあり方に関する検討会」が設置され、今後の献血の推進方策について、さまざまな角度で検討し、その結果が同  

検討会報告書（平成21年3月10日付厚生労働省医薬食品局血液対策課「献血推進のあり方に関する検討会報告書」）として提言された。   

同検討会報告書には、社会や学校の環境変化に対応した献血推進方策並びに採血基準の見直しに関する方策等が以下の項目別に示され  

ている。   

■社会や学校の環境変化に対応した献血推進方策   

（1）高校生献血のあり方   

（2）学校教育における啓発   

（3）献血環境のあり方   

（4）メディア等を活用した広報戦略のあり方   

（5）低比重者などへの対応   

（6）200mL献血の今後のあり方   

■ 採血基準の見直し   

（1）400mL全血献血採血基準の下限年齢の見直しについて   

（2）血小板成分献血採血基準の上限年齢の見直しについて   

（3）採血基準項目における「血液比重又は血色素量」について  

（4）「年間総採血量、採血回数、採血間隔」及び「男性の血色素量最低値」について  

これらの提言を受け、今後、国、地方公共団体及び日本赤十字社が具体的にどのように事業を進めていくかについて、短期的に実施可能なも  

の、中長期的に対応することが必要なものに分類・整理し、明確な目標を定めた行動計画が作成された。今回、新採血基準移行への準備として、  

日本赤十字社が既に取り組んでいる事項並びに今後取り組んでいく予定である事項について、行動計画一覧に記載されている具体的事項別に  

その進捗状況を報告する。   



2009．†2．封  

β本赤十字社虚虜事業本廊  

1・採血時におけるリスクとその対応策を事前にわかりやすく情報提供（HP、印刷物、献血現場の表示等）  

（1）事前説明   

ア 初回献血者向け事前説明用DVDの作製  

学校献血会場及び一般会場での事前説明時において、事前にビデオ映像を視聴していただくことにより、初回献血者が  

内  容  持っている不安等を払拭し、採血副作用の防止の一助とする。  

内容としては、初回献血者向けに献血の手順や献血後の過ごし方等、献血前の事前説明に重点を置いたものとする。   

運用開始時期  採血基準変更時期   

イ ホームページの改修  

内  
献血の意義及び感謝並びに献血者の安全性確保のための献血時におけるリスク及び採血副作用防止への注意事項等  

容  
を、事前に献血者へ情報提供する。   

運用開始時期  平成21年度末  



20¢9．†2．24  

β本赤十字社脚  

（2）献血会場入口   

ア 固定施設における映像配信システム（デジタルサイネージシステム）  

献血の意義及び感謝並びに献血者の安全性確保のための献血時におけるリスク及び採血副作用防止への注意事項等  

を、献血会場に入る前に献血者へ情報提供する。  
内  容  

同システムについては、平成21年11月から全国の各赤十字血液センター及び献血ルームに順次導入を開始し、平成  

22年1月下旬には完了する予定である。   

運用開始時期  平成21年度未   

（導入例）  

（提供情報例）  

①献血基準  

②献血の手順  

③受付時に配布している「お腹い」情報  

（献血前・献血時・献血後 等）  

④欧州等滞在歴の献血制限情報  

⑤輸血用血液製剤の在庫情報  

⑥献血推進に係る広報（CM素材）  

⑦献血推進キャンペーン情報  

⑧血液の知識   

〔岡山県赤十字血液センター表町出張所〕  〔秋田県赤十字血液センター御所野出張所〕  
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2009．†2．都  

庁本赤十字社脚  

イ タペストリーの作製  

内  容   
献血の意義及び感謝等を明示したタペストリーを全献血会場入口に掲示し、献血者へ「献血の目的」の意識付けを行うこ  

とにより、献血の啓発を行う。   

運用開始時期  平成21年度未   

（イメージ図）  
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片本赤ナ手綱  

（3）受付   

ア初回献血者向け映像等の作製（移動採血の再生機器整備及び問診タッチパネルの改修）  

内  
容   初回献血者に対して、献血後の過ごし方等の注意事項を動画等で提供することにより、採血副作用の防止のための注  

意喚起を行う。献血者は、移動採血は再生機器で視聴、固定施設は問診タッチパネルで視聴する。   

運用開始時期  採血基準変更時期  

（新規画面）  

徴血は   

1．   初めてですか？再来てすか？  

イ 血液事業統一システムの改修  

内  容  改訂された採血基準に適合したシステムとする。   

運用開始時期   
採血基準変更時期  

（9頁，「＝問診票改訂採血基準の見直し”に係る血液事業統一システムの改修作業日程（予定）」参照）   
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2¢¢タ．†2．別  

居本赤ナ字＃虎虜事業本ガ  

（4）事前検査   

ア 採血基準を血色素主に統一  

欧米では、硫酸銅比重液を採血基準の判定に用いている国は少なく、判定結果の客観性向上のためにも血色素（ヘモグロビ  

ン）による判定統一する方向で検討する。現在、国内で使用できる簡易型ヘモグロビン測定装置は1機種のみであるが、危  

内  容        機管理上の面から2機種以上の機器について評価、追加導入を検討している。なお、すでに全国37の血液センターで簡易へ  

モグロビン装置による血色素判定に移行しており、今後、硫酸銅比重液の使用量の低下により、メーカーの生産中止が予想さ  

れることから、血色素判定に統一する。   

運用開始時期  採血基準変更時期   
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2¢09．†2．24  

庁本赤ナ字紬潮  

2．採血後十分に休憩できる環境整備   

ア 献血ルーム等における献血後休憩スペースの拡張等  

献血ルーム等の固定施設において、施設面積、献血者数及び改装計画等の調査を行い、実態を把握する。  

社内の施設基準検討プロジェクトにおいて、採血室・待合スペース等の標準レイアウトの検討等を実施し、施設の平準化  

内  容        を図りガイドラインを策定する。また、設計に関する専門家（外部コンサルタント）の意見も反映する。  

献血バスについては、機能の充実を図るための変更（車両改造）及び他の車両（接遇車両等）・設備等について検討を行  

う。   

運用開始時期  平成22年度   

（平成21年度以降の環境整備の実例）  

〔akiba：F献血ルーム〕  〔献血ルーム吉祥寺タキオン〕  
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2〃タ．†2．封  

斤本赤ナ字た捌  

3．採血後の献血者の安全確保にあたる者の確保  

内  
学校献血会場等において、血液センター退職者等の献血受入経験者や学生ボランティアにより、献血者の安全確保及び  

容  
献血に関する説明等を行う。   

運用開始時期  平成22年度   
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2009．†2．24  

庁本赤十字社虚度事業本廊  

’’問診票改訂・採血基準の見直し’’に係る血液事業統一システムの改修作業日程（予定）  

作業期間  
作業内容  

開始終了…期間                    1月  2月  3月  月  8月  9月   

英国ま航歴対応  10／01／31 H   4．0カ月  

開発期間  

評価期間（受入試験）  09／09／17 10／01／08  10／01／07 u 10／01／15  

受入承認  弓2010／1月   

問診票・採血基準同時対応  u  

要件定義作美  09／04／10  

契約作業（決裁等）  09／12／20  

契約  10／01／20  

前提条件12月中に要件定義を  

十  臓充繍清i  

開発期間  10／01／20  抽抑制                                 長引  

ン′′∴   評価期間（受入試験）  11／02／21  

受入承認  ＝／03／21   ★   

採血基準対応を優先  10／02／01  11／07／31  18，0カ月  

採血基準対応  
H21．4より●  

要件定義作菓  

契約作業（決裁等）  10／01／04  

契約  10／01／31  

前提条件12月中に要件定義を   －局狛  如瞞  

開発期間  10／02／01  l晶抑制                貢寸′  

帯疇野：  
評価期間（受入試験）  10／06／01  

受入承認  10／06／16   ★  

問診票改訂対応  

前提条件採血基準対応の開発完7までに  

（受入試験， 

受入紹 11′07′16j  ★  

▲英国滞在歴の献血制限緩和対応完了後に当該案件に着手  
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